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1．“ソーシャル・ビジネス” とは何か。
ソーシャル・ビジネスとは、貧困、格差、教育、

人権、環境などのいわゆる社会課題をビジネスに
よって解決することである。「ビジネスによって」
とは、政治やボランティア活動とは違い、収益を
上げながら、自主自立運営を行うということで 
ある。

例えば、1981 年にムハマド・ユヌス氏が設立し
たグラミン銀行はその代表格である。アジア最貧
国の一つであるバングラデシュにおいて、それ以
前は融資を受けることができなかった貧困層、社
会的弱者向けの銀行で、ユーザーの 98％を女性が
占めている。彼女らが新しい事業を始めるための、
また商品の材料を仕入れるための少額の融資を行
い、借り手への教育・指導などを含むビジネスの

支援をしている。グラミン銀行はこのようにして
貧困・雇用などの社会問題の解決に取り組んで 
いる。

その後、ムハマド・ユヌス氏は 2006 年にノー
ベル平和賞を受賞し、さまざまな “ユヌス・ソー
シャル・ビジネス” を展開した。その一例として
フランスの大手食品メーカーダノン社とともに設
立したグラミン・ダノン社がある。グラミン・ダ
ノン社では 1 個当たり US 8 〜 10 セント（日本円
で約 10 〜 12 円くらい）の安価な栄養強化ヨーグ
ルトをバングラデュで製造・販売し、特に農村、
貧困層の子供たちの栄養問題の解決に取り組んで
いる。損益分岐点に達するまで数年を要したが、
現在は利益を上げ、自主自立経営を実現している。

その後もユヌス氏は、インテル社、アディダス
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社、ユニクロ社などと提携して現在では 40 社を
超えるソーシャル・ビジネス・カンパニーを設立・
運営し、貧困・環境・水問題などのさまざまな社
会問題の解決に寄与するソーシャル・ビジネスを
展開している。

上記のような “ユヌス・ソーシャル・ビジネス・
カンパニー” には、ムハマド・ユヌス氏が提唱す
る以下の 7 原則を順守することがルール化されて
いる。
1‌�．ユヌス・ソーシャル・ビジネスの目的は、利
益の最大化ではなく、人々や社会を脅かす貧困、
教育、健康、技術、環境といった問題を解決す
ることである。

2．財務的、経済的な持続可能性を実現する。
3‌�．投資家は、投資額を回収する。しかし、それ
を上回る配当は還元されない。

4‌�．投資の元本の回収以降に生じた利益は、ユヌ
ス・ソーシャル・ビジネスの普及とよりよい実
施のために使われる。

5‌�．（地球）環境へ配慮する。
6‌�．被雇用者は良い労働条件で給料を得ることが
できる。

7．楽しみながら行う。
“ユヌス・ソーシャル・ビジネス・カンパニー” は、

この原則の主に 1、3、4 により一般の営利企業と
差別化され、2、6 により NPO、NGO などの非営
利団体と差別化される。また、5、7 をうたうのは
ユヌス・ソーシャル・ビジネスの特にユニークな
点である。

ちなみに、弊社ソーシャル・ビジネス・EQ パー
トナーズ株式会社は、上記 7 原則を会社定款に盛
り込み、また株主と投資額以上の配当を得ないと
いう合意文書をとり、事業活動を行うことで “ユ
ヌス・ソーシャル・ビジネス・カンパニー” に認
定されている。

2．CSVとソーシャル・ビジネス
2006 年、ハーバードビジネススクールのマイケ

ル・ポーター教授により提唱されたのが、CSV
（Creating Shared Value　共通価値の創造）であ
る。競争優位の戦略など企業利益の最大化を目指
す、戦略論の大家であるマイケル・ポーター教授
が主張した CSV は、以前からある企業の社会的
責任　CSR（Corporate Social Responsibility）と
は違うものである。さまざまな定義があるが、こ
こでは、CSR が寄付やボランティア活動などの事
業以外の部分で社会に貢献することに対して、
CSV は自社の事業を通じてさまざまな社会問題を
解決することと定義する。

CSV のケースとしては、住友化学のオリセッ 
ト ® ネットという事業が挙げられる。それは、蚊
が原因となるマラリアで年間約 60 万人が亡く
なっているアフリカにおいて、現在日本ではほと
んど使われなくなった蚊帳（かや）を製造・販売
するというものである。

同事業は、
1）‌�防虫剤を練り込んだ蚊帳という自社技術を

活かした製品によって、マラリアによる死
亡を減らすという社会課題を解決する（製
品を通じた社会課題の解決）

2）‌�タンザニアで約 7,000 人の雇用を生み出す
（バリューチェーンを通じた社会貢献）

3）‌�アフリカの小学校などへの教育支援を行う
（産業クラスターを通じた社会貢献）

という CSV の 3 要素をすべて実現している
ケースである。

その他、日立製作所がソーシャル・イノベー
ション事業を積極的に展開している。例えば、水
不足に悩むモルジブ島において、日立の水浄化技
術を有効活用し、現地の飲用水不足を解消する事
業を行っている。

CSV とユヌス・ソーシャル・ビジネスとの違い
は、CSV は企業の経済的価値と社会的価値の両立
を目指して、その優先順位づけは行っていないの
に対し、ユヌス・ソーシャル・ビジネスでは、前
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述の 7 原則にあるように、利益の最大化ではなく
社会問題の解決がビジネスの目的であると定義し
ている点である。

3．‌�PSモデル	
（経済的価値　×　社会的価値　追求モデル）
次に、筆者の考案した経済的価値と社会的価値

の双方を追求するために活用する PS モデルを紹
介する。PS モデルとは、企業の利益追求という
経済的価値（Profit）と社会的価値（Society）の
双方の実現を目指すモデルである。

経済的価値である P 軸（Profit 軸）には、売上・
利益・株式時価総額・株主配当などを指標とする。
それに対し社会的価値の S 軸（Society 軸）は、
さまざまな社会問題の解決・雇用などの活動を通
じた社会貢献・地域貢献などを指標とする。

下記の PS モデルでは、それぞれ P 軸、S 軸 
を　○：十分に目標達成できている、△：ある程
度目標達成できている、×：目標達成できていな
い　という 3 段階で表現している。

例えば、P 軸と S 軸の双方とも達成できていれ
ば、“P ○・S ○”、経済的価値はある程度達成で

きているが、社会的価値が達成できていなければ、
“P △・S×” と表現する。

一般的な営利企業においては、売上・利益を上
げるといった経済的価値である P 軸に事業目的が
置かれ、社会的価値である S 軸が弱くなる（例： 
“P ○・S×”、“P ○・S △” など）。一方、NPO
や NGO、ボランティア組織である非営利団体では
それぞれの組織が課題とする社会問題の解決であ
る S 軸に重きを置き、経済的価値の追求である P
軸が弱くなる（例：“P×・S ○”、“P △・S ○”
など）。

企業や団体が、自主自立経営を行い、かつ社会
価値追求を目指すためには、P 軸・S 軸の双方を
強化する経営・運営が求められる。前述のソーシャ
ル・ビジネスや CSV 経営は、その考え方やアプ
ローチに違いはあるが、P 軸と S 軸との両軸の強
化を目指す（“P ○・S ○” を目指す）経営・ビジ
ネス手法である。

前述の住友化学のオリセット ® ネット事業は、
一般の営利企業が S 軸を強化した一例である。一
方、NPO・NGO で製品の販売やサービスの有償提

図表 1　�企業の経済的価値と社会的価値の両立
　　　　PSモデル（＊）＝収益性（Profit）×社会性（Society）①

出所：筆者作成
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供などにより、売上・利益を上げ、政府・地方公
共団体からの助成金や企業個人からの寄付に頼ら
ない運営を目指す取り組みは、非営利団体が P 軸

（経済軸）を強化している事例である。
前述のソーシャル・ビジネスや CSV は海外か

ら入ってきた考え方であるが、このような考え方
が以前から日本になかったかというとそうでは 
ない。

日本の鎌倉時代から昭和時代（特に戦前期）に
かけて活動した近江国（いまの滋賀県）出身の商
人で日本三大商人の一つと言われる近江商人の「売
り手よし、買い手よし、世間よし」という “三方
よし” の考え方は、まさに経済的価値と社会的価
値の両軸を追求している。

また、明治、大正、昭和にかけ、国立第一銀行
（現みずほ銀行）、王子製紙、東京ガスなど 500 以
上の企業設立に関わり、日本の資本主義の父と言
われる渋沢栄一氏は、著書『論語と算

そろ

盤
ばん

』などでも、
事業においては人として正しいことを行う “論語”

の精神と、持続的な経営を行う “算盤” の視点の
両方の重要性を説いている。

考え方やアプローチのしかたは多少異なるもの
の、ソーシャル・ビジネスや CSV、“三方よし”
や “論語と算盤” は、いずれも経済的価値と社会
的価値との両立を実現した経営・ビジネスである。
これらが、日本また世界で広がり、さまざまな社
会問題の解決が持続的に行われる社会へと発展し
ていくことを心より期待したい。
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図表 2　�企業の経済的価値と社会的価値の両立
　　　　PSモデル（＊）＝収益性（Profit）×社会性（Society）②
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